
類焼試験

特長 1

組電池の類焼リスクを実セルで評価

• モジュールやバッテリーパック内のターゲットセルを意図的に
熱暴走

• 隣接セルへの熱伝播の有無、伝播時間、延焼範囲を確認

• 発煙、発火、破片飛散、ケース損傷などの挙動を記録

• 電動工具、充電式家電、ポータブル電源などのバッテリー
パックの評価に有効

特長 2 特長 3

主な実施・評価内容

❶ 直接加熱による類焼試験

ヒーターまたはガスバーナーでたーゲッ

トセルを加熱し、隣接セルへの熱伝播、

発煙、発火、ケース損傷の有無を確認し

ます。
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リチウムイオン電池

複数の熱暴走誘発方法に対応

• 各種ヒーターやガスバーナー等による、ターゲットセルの直接
加熱

• 過充電による熱暴走誘発

• 釘刺しによる内部短絡誘発

• セルタイプ、SOC、保護機能、その他個別のご要望に応じた
条件設定が可能

延焼抑制構造・安全設計の有効性を確認

• セル間スペーサ、断熱材、ケース構造などの効果を評価

• ターゲットセルと隣接セルの温度・電圧変化を記録

• 発火の有無だけでなく、周辺部への影響も確認

• 規格試験に加え、個別条件での試験にも対応

本パネルの
ダウンロードは
こちらのQRコード
からどうぞ。

産業用リチウムイオン電池の安全性試験規格であるJIS C 8715では、セルの熱暴走が周囲へ伝播する類焼試験が求められます。ポー
タブル機器用リチウムイオン電池の規格では要求されませんが、電動工具や充電式家電、ポータブル電源など組電池を採用する製品
では、類焼を抑える設計が重要です。ケミトックスでは、ヒーターによる直接加熱、過充電、釘刺しなどによりターゲットセルを熱
暴走させ、セル間の熱伝播や延焼抑制構造の有効性を評価します。

❷ 過充電による類焼試験

保護回路が作動しない条件を想定して、

ターゲットセルを熱暴走させ、炎の伝播

時間や延焼範囲を評価します。

❸ 釘刺しによる類焼試験

内部短絡を強制的に発生させ、熱暴走後

の周辺セルへの影響を観察します。

❹ モジュール・パック評価

円筒型、角型、パウチ型などのセル構成

や収納状態に応じて、実際の組電池に近

い条件で評価します。

❺ 温度・電圧モニタリング

ターゲットセルおよび隣接セルの温度・

電圧変化を記録し、熱暴走の進展を把握

します。

❻ 延焼抑制構造評価

セル間スペーサ、断熱材、ケース、ベン

ト機構、排気経路などの設計が類焼試験

に有効かを確認します。

❼ 動画記録・挙動観察

発煙、発火、破裂、破片飛散などの挙動

を記録し、熱暴走の進み方を可視化しま

す。

❽ 個別条件試験

規格条件だけでなく、用途や想定事故、

イレギュラーな使用環境の想定に応じた

個別条件での類焼試験にも対応します。
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